平成１５年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第４回理事会　議事録

日　時 ： ２００３年１０月１８日　１３：００～１７：３０

場　所 ： 京都府・ホテル京阪京都

出席者 ： 上野（栃木）、近藤（福島）、大井（滋賀）、安田浩（岡山）、福岡（愛知）

安田敦（北海道）、板垣（山形）、山野（茨城）、米森（石川）、戸梶（高知）

山下（佐賀）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ：堀井（富山・第13回総会富山大会実行委員長）

報　道 ： 櫛渕（鋼構造出版）

議事録作成：上野勝弘（栃木）

（司会）　大井副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上野勝弘

　　　　紅葉シーズン間近い京都での理事会に際し、全国から御出席いただき、ありがとうございます。前回の東京での第３回理事会は、８月なのに梅雨みたい東京での開催で、具体的に“行動”するための全体的な青連協の行動指針を議論することができました。最近はトヨタのプリウスが売れ行き好調だそうです。常識を破った取組みは、燃費の３５．５Km/Lもそうですが、ハンドルが楕円だと言うことです。そんな取組みも我々の発想に取り入れるべきだと思います。青連協として行動の年と位置付けた本年ですので、全国統一活動として、ぜひ本日の理事会で今期の事業計画のひとつひとつも一歩踏み込んだ議論をして頂き、具体的に決定し、理事の皆様に早急に全国に広めて頂きたいと思います。よろしくお願いします。

4． 前回議事録の承認

　　　　８月２日に東京にて開催された「第３回理事会」議事録を事前メール配信。

青連協ホームページへの掲載および全国の青年部会長にもメール配信済み。

5． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC・・安田敦理事により報告。１０月１０日に役員会と例会を帯広で開催。

             助成金事業は、０４年２月に“元気”がでるテーマで開催予定。９月と１０月は仕事はあった。１０月に入り、極端に見積り件数が少ない。

東北BC・・・板垣理事より報告。８月２９日に東北サミットを福島で開催。１１月５日に役員会開催予定。市況は見積もり件数、価格とも非常に厳しい。特に１２月と０４年1月が物件が少なく感じる。

関東BC・・・山野監事より報告。１０月２５日にBC役員会が東京で開催予定。構造設計事務所との勉強会を群馬県で実施。今後は栃木など各地で予定。仕事量は各社によってバラツキあり。単価は上がらない。

北陸BC・・・米森理事より報告。次期総会に向けて役員会を逐次開催。バーベキュー大会を開催。９月～１１月は仕事が忙しい。その反面で１２月や１月は極端に少ない。ケアハウスなどの物件など。１０００Ｔクラスで非常に無謀な単価物件がある。もちろんＦＡＢは未決定。

中部BC・・・福岡会計理事より報告。中部国際空港の現場見学会を実施。静岡にて助成金事業を担当して企画中。ブロック活動が停滞気味。仕事量はあるが価格がついてこない。継ぎ手も目違い講習会など。

近畿BC・・・大井副会長より報告。仕事の有無がはっきりしてきた。森本組の倒産。単価も低迷。ゼネコンサイドも単価が二極化。Ｈグレードも廃業の動きも聞こえる。

中国BC・・・安田副会長より報告。１１月２２日に広島で助成金事業を開催予定。現在はある程度の物件はあるが、今後は不透明。材料費高騰の価格への反映ができない。

四国BC・・・戸梶理事より報告。助成金事業を０４年２月２１日に徳島で開催予定。

　　　　　　　各県の活動は停滞気味。中国への研修旅行を計画。徳島県はある程度あるが他３県は少ない。

九州BC・・・山下理事より報告。先週、宮崎で役員会あり。０４年２月２８日の１０周年式典への動きが出てきた。福岡で開催予定。仕事も見積りも少ない。Ｈグレードの民事再生法の申請による影響あり。同業者からの受注も考慮の余地あり。

6． 協　議

1） 第１３回通常総会＆全国会長会議（全国大会富山大会）について

北陸ブロック担当の米森理事と堀井実行委員長（富山県）より説明。

ａ）開催概要（案）

　　　２００４年４月１７日。富山県・宇奈月ニューオータニホテル。

　　　現在、協賛企業のリストアップ。総会、全国会長会議を開催する。全体テーマ（案）として「鋼構造の良質化～設計者と製作者の相互理解を求めて～」。登録料は会議費、宿泊費、懇親会、二次会、朝食を込みで、１人あたり25.000円とする。フォーラムの講師として竹中工務店の丸岡さんあたりを講師として交渉中。予備登録の実施予定。空港と駅からは送迎バスを予定。

現在での当日のタイムスケジュールの（案）は以下の通り。

１０：００～　第１回理事会

１３：１５～　全国会長会議（９０分）

１５：００～　第１３回通常総会（９０分）

１６：４５～　フォーラム（９０分）

１９：００～　懇親会（１２０分）

２１：００～　二次会（１２０分）

ｂ）その他

　　　来賓の全構協役員は例年通りで考える。青連協OBへは案内を出す。

2） 助成金事業について

各ブロックへの助成金事業への補助を、早急に振込み活動を支援する。

本日現在の助成金振込み済のブロックは、東北ＢＣ、北陸ＢＣ、中部ＢＣ、近畿ＢＣ、中国ＢＣ、九州ＢＣ。今月中に残りの３ブロックへも振込み予定。

現在の各ブロックでの助成金事業の予定は以下の通り。

（北海道BC）　　04/ 2/ 6    札幌　

（東　北BC）    03/ 8/29　  福島　（吉岡）

（関　東BC）    04/ 2/　　  東京　

（北　陸BC）    04/ 2/ 6　  富山　

（中　部BC）    04/ 2/      静岡　

（近　畿BC）　　04/ 2/      大阪　

（中　国BC）    03/11/22   広島　（福岡）

（四　国BC）　　04/ 2/21   徳島　（戸梶）・・・日程調整可能性あり。

（九　州BC）　　04/ 2/28   福岡　（上野）

　　　　　なお、助成金事業については、青連協理事が基本的に参加させて頂く。全国統一活動のテーマについては「設計者とのコミュニケーションつくり」で進めていく。

3） 具体的な行動について

　　　・「国交省やＪＳＣＡとの交流」について

７月の国交省の担当者との意見交換会に引き続き、８月、９月に国交省政務官やJSCA会長、副会長との意見交換会を事業推進グループを中心に行なった。せっかく作ったパイプなので、今後も引き続きの交流を模索していく。

・「新分野調査アンケート」の取りまとめについて

　　　９月３日の全構協技術委員会に報告書を提出。上野、近藤、米森が出席。

全国から２５０通のサンプルを回収。今後の動きについては、全構協技術委員会の指示待ち。全構協の正副などの考え方次第。

4） 各グループ活動内容について

　　　　　○事業推進グループ・・・近藤副会長から説明。板垣理事から補足。

・全国統一活動について

助成金事業で全国的に動く。助成金事業内容参照。

・JSCAとの関係について

　　JSCAとの意見交換会を開催。構造設計士との交流は必要である。全国的に動くことについては肯定的である。1月２３日のＪＳＣＡ新年会（東京）への出席を検討。

・会員拡大について

近藤副会長を中心に全員で推進していく方向性を決定。さまざまな青連協の活動や会合を周知していくことが、活性化と拡大にもつながる。

　　　　　○情報ネットワークグループ・・・安田副会長から説明。

・全国のブロック会長＆都道府県会長にもアドレスを支給済み。登録状況に確認も必要。今後、積極的な意見や情報の交換ツールとして利用促進。

・各地でのＨＰなど個別の活動への支援。基本的な操作からの勉強会など。

・ＣＭやＣＡＤ、メール送受信など最新情報の伝達。ＨＰアドレスのＰＲ。

　　　　　○総務システムグループ・・・大井副会長＆福岡会計理事から説明。

・全国会長の名簿整備を完了。メールにて全国に配信済み。

・会の名入り封筒を１０００ずつ、２サイズを作成した。

・全国の会費の納入状況を報告。各ブロックの口座番号を報告。

　　（会費未納入）新潟県のみ・・・本日現在

　・献血事業をさらにＰＲ推進する。１月に献血強化週間を設定予定。

5） 次期青連協役員について

　　　・各ブロックでの人選を検討して頂き、次回の１２月理事会にて報告する。

7． 報告・依頼・確認事項

・　１２月３日に東京で全構協を中心に「(仮)不況突破総決起大会」を開催する。

· 鋼構造出版の櫛渕氏より市況を交えた報告あり。

· 胴ブチ用ボルト（三河ねじ機工）のＰＲ＆現物支給あり。

　　・　ＣＭ方式の全国の現状を情報交換。

９．閉　会

※　次回理事会の開催　

「第５回理事会」２００３年１２月１３日（土）１３：００～

　　　　　　　　石川県・春甚（金沢市）

